
1
4
6
大
動
脈
用
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト

^
胸
部
大
動
脈
用
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
（
メ
イ
ン
部
分
）

|
血
管
分
岐
部
対
応
型

（
薬
事
法
承
認
番
号
）

2
2
4
0
0
B
Z
X
0
0
5
1
6
0
0
0

平
成
2
5年
７
月
１
日
か
ら

平
成
2
6年
３
月
3
1日
ま
で

1¶
9
7
0¶
0
0
0円

1
8
2
バ
ル
ー
ン
拡
張
型
人
工
生
体
弁
セ
ッ
ト

（
薬
事
法
承
認
番
号
）

2
2
5
0
0
B
Z
X
0
0
2
7
0
0
0
0

平
成
2
5年

1
0月
１
日
か
ら

平
成
2
6年
３
月
3
1日
ま
で

4¶
5
3
0¶
0
0
0円

人
事
異
動

官
庁
報
告

平成™œ年 月˜š日 金曜日 第�˜š˜号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
五
十
二
号

運
輸
審
議
会
一
般
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
八
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
運

輸
審
議
会
件
名
表
に
登
載
さ
れ
た
。

平
成
二
十
五
年
九
月
十
三
日

国
土
交
通
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

林

芳
正

事
案
番
号

事
案
の
種
類

申
請
者

事
案

の
内

容
平
2
5

第
9
0
0
1号

混
雑
空
港
運
航

許
可

P
e
a
c
h・

A
v
ia
tio

n
株
式
会
社

申
請
混
雑
空
港

成
田
国
際
空
港

〇
防
衛
省
告
示
第
百
七
十
九
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
五
年
九
月
十
三
日防

衛
大
臣

小
野
寺
五
典

日

時

平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
同
年
十
一
月

三
十
日
ま
で
の
間
、
〇
八
〇
〇
か
ら
一
八
〇

〇
ま
で

区

域

硫
黄
島
東
方
の
次
の
Ê
か
ら
Í
ま
で
の
四
地

点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
Ê
の
地
点
と
Í
の

地
点
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
区
域

Ê

北
緯
二
八
度
一
五
分
一
五
秒

東
経
一
四
六
度
二
九
分
四
七
秒

Ë

北
緯
二
五
度
二
五
分
一
六
秒

東
経
一
四
七
度
三
七
分
四
七
秒

Ì

北
緯
二
五
度
〇
〇
分
一
六
秒

東
経
一
四
五
度
三
五
分
四
八
秒

Í

北
緯
二
七
度
五
五
分
一
五
秒

東
経
一
四
四
度
五
七
分
四
八
秒

実
施
艦
等

自
衛
艦
八
隻

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が

存
在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に

船
舶
等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な

が
ら
実
施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
実
施
艦
に
「
Ｂ
」
旗
を
掲

揚
す
る
。

三

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界

測
地
系
の
数
値
で
あ
る
。

国
家
公
安
委
員
会

（
警
察
庁
長
官
官
房
国
際
課
長
）
警

視
長

徳
永

崇

青
森
県
警
察
本
部
長
を
命
ず
る

（
警
察
庁
生
活
安
全
局
生
活
経
済
対

策
管
理
官
）
同

福
田

正
信

島
根
県
警
察
本
部
長
を
命
ず
る
（
以
上
九
月
六
日
）

警

察

庁

（
警
察
庁
長
官
官
房
付
）
警
視
長

今
林

B
幸

警
察
庁
長
官
官
房
国
際
課
長
を
命
ず
る

（
警
察
庁
警
備
局
付
）
同

柴
山

克
彦

警
察
庁
生
活
安
全
局
生
活
経
済
対
策
管
理
官
を
命
ず
る

（
島
根
県
警
察
本
部
長
）
同

彦
坂

正
人

警
察
庁
技
官
に
任
命
す
る

警
察
庁
情
報
通
信
局
通
信
施
設
課
長
を
命
ず
る

（
中
部
管
区
警
察
局
総
務
監
察
部
長
）

同

中
Ä

和
博

警
察
大
学
校
教
官
教
養
部
長
兼
教
授
を
命
ず
る

（
警
察
庁
情
報
通
信
局
通
信
施
設
課

長
）
警
察
庁
技
官

塚
原

秀
利

警
視
長
に
任
命
す
る

中
部
管
区
警
察
局
総
務
監
察
部
長
を
命
ず
る

（
警
察
大
学
校
教
官
教
養
部
長
兼
教

授
）
警
視
長

伊
藤

輝

九
州
管
区
警
察
学
校
長
を
命
ず
る
（
以
上
九
月
六
日
）

復

興

庁

（
財
務
省
大
臣
官
房
付
）
財
務
事
務

官

“
光

俊
昭

復
興
事
務
官
（
統
括
官
付
参
事
官
）
に
併
任
す
る
（
九
月

十
日
）

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

群
馬
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
１
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
2条
の

規
定
に
基
づ
き
、
群
馬
県
最
低
賃
金
（
昭
和
5
5年
群
馬
労

働
基
準
局
最
低
賃
金
公
示
第
８
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
1
4条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
5
年
９
月

1
3
日群
馬
労
働
局
長
小
玉

剛
第
４
号
中
「
１
時
間
6
9
6円
」
を
「
１
時
間
7
0
7円
」
に

改
め
る
。

福
井
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
１
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
2条
の

規
定
に
基
づ
き
、
福
井
県
最
低
賃
金
（
昭
和
5
5年
福
井
労

働
基
準
局
最
低
賃
金
公
示
第
５
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
1
4条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
5
年
９
月

1
3
日福
井
労
働
局
長
谷
藤

仁
第
４
号
中
「
１
時
間
6
9
0円
」
を
「
１
時
間
7
0
1円
」
に

改
め
る
。

法

務

省

原

早
苗

認
証
審
査
参
与
員
に
任
命
す
る
（
九
月
九
日
）

（
東
京
地
方
検
察
庁
立
川
支
部
検
事
）

検
事

林
谷

二

辞
職
を
承
認
す
る
（
九
月
十
日
）

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
五
十
三
号

土
地
区
画
整
理
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）

第
七
十
一
条
の
三
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
独
立
行
政

法
人
都
市
再
生
機
構
が
施
行
す
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の

施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
を
し
た
の
で
、

第
七
十
一
条
の
三
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第

十
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
九
月
十
三
日

国
土
交
通
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

林

芳
正

一

施
行
者
の
名
称

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

二

事
業
施
行
期
間

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
日
か
ら

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

施
行
地
区

広
島
県
広
島
市
東
区
二
葉
の
里
一
丁

目
、
二
丁
目
、
三
丁
目
、
若
草
町
の
各
一
部
及
び
南
区

松
原
町
の
一
部

四

土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称

広
島
圏
都
市
計
画
事

業
（
広
島
平
和
記
念
都
市
建
設
事
業
）
二
葉
の
里
土
地

区
画
整
理
事
業

五

事
務
所
の
所
在
地
（
変
更
前
）

広
島
県
広
島
市
東

区
若
草
町
九
番
七
号

六

事
務
所
の
所
在
地
（
変
更
後
）

広
島
県
広
島
市
東

区
若
草
町
十
二
番
一
号
ア
ク
テ
ィ
ブ
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ

広
島
オ
フ
ィ
ス
棟
９
階

七

施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
認
可
の
年
月
日

平
成

二
十
二
年
七
月
二
十
日

八

施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
変
更
認
可
の
年
月
日

平
成
二
十
五
年
九
月
十
三
日

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
五
十
四
号

国
土
交
通
省
所
管
の
補
助
金
等
の
交
付
に
関
す
る
事
務

の
一
部
を
都
道
府
県
の
知
事
が
行
う
こ
と
と
な
っ
た
件

（
平
成
十
二
年
建
設
省
告
示
第
千
百
七
十
一
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
し
た
の
で
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
九
月
十
三
日

国
土
交
通
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

林

芳
正

「
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
の
住
宅
施
設
災
害
復

旧
事
業
費
補
助
に
つ
い
て
は
、
岩
手
県
、
宮
城
県
及
び
福

島
県
の
知
事
に
」
の
次
に
「
、
福
島
定
住
等
緊
急
支
援
交

付
金
に
つ
い
て
は
福
島
県
の
知
事
に
」
を
加
え
る
。

一
の
１
（
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
）
の
表
の
目

の
欄
中
、「
防
災
対
策
推
進
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
（
港

湾
関
係
の
事
業
を
除
く
。）」
の
次
に
「
福
島
定
住
等
緊
急

支
援
交
付
金
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
規

定
は
、
平
成
二
十
五
年
度
の
予
算
に
係
る
補
助
金
等
か
ら

適
用
す
る
。

˜˜
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